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�
大
沼
文
夫
さ
ん（
上
土
沢
）の
畑
で

採
れ
た
、
巨
大
な
二
本
足
の
大
根
。

重
さ
は
2.2
㎏
と
立
派
な
足
で
し
た
。 

�丸まっているハクビシンのよ

うに見える大ナス。山口一男さ

ん（上土沢）の畑で採れたもの。 

▲近栄策さん（辰田新）の畑で採

れた、さつまいも。フクロウと

ゾウ、手前は猿が子猿を抱いて

いるように見えます。 

おらごで採れた 
珍！？野菜 

・・・ 
　
関
川
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
伊
東
ヤ
イ
子
会
長
）
が
、

「
食
生
活
改
善
事
業
優
良
団
体
県

知
事
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
表
彰
は
、
食
生
活
改
善
・
栄
養

改
善
事
業
の
活
動
歴
が
長
く
、
特

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
を

表
彰
す
る
も
の
。
今
後
も
継
続
的

な
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

優
良
団
体
表
彰 

　
　
　

を
受
賞 

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会 

　
森
林
の
大
切
さ
を
伝
え
る
、
緑

の
百
年
物
語
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

「
第
五
十
回
岩
船
林
業
振
興
祭
」

が
十
月
十
日
、
関
川
村
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
振
興
祭
に
は
、
県
内
の
林
業
関

係
者
な
ど
約
千
五
百
人
が
参
加
。

記
念
植
樹
や
記
念
式
典
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
記
念
植
樹
は
、
丸
山
公
園
の

村
有
林
で
実
施
。
来
賓
を
は
じ
め
、

緑
の
少
年
団
や
村
内
小
学
生
が
参

加
し
、
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
八
百
本
を

一
斉
に
植
え
ま
し
た
。
そ
の
後
の

記
念
式
典
は
、
桂
の
関
芝
生
広
場

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
。
功
労

者
表
彰
式
の
後
、
緑
の
少
年
団
に

よ
る
「
緑
の
百
年
物
語
宣
言
」
に

満
場
の
拍
手
が
送

ら
れ
、
空
高
く
エ

コ
風
船
が
放
た
れ

ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
関
川
村
の
霧

姫
会
和
太
鼓
や
関

川
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
え
ち
ご
せ
き

か
わ
踊
り
た
〜
い

の
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
え
ち
ご
せ

き
か
わ
龍
泉
太
鼓
、

大
里
峠
紙
芝
居
を

披
露
。
ま
た
、
広

場
で
は
様
々
な
出

店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
魚
の
つ

か
み
ど
り
、
建
設
機
械
展
示
会
な

ど
も
行
わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
功
労
者
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
村
内
受
賞
者
の
み

掲
載
。
敬
称
略
） 

■
新
潟
県
緑
化
功
労
者
知
事
表
彰 

▽
森
林
組
合
部
門 

　
加
藤
　
善
吉
（
鮖
谷
） 

■
�
に
い
が
た
緑
の
百
年
物
語
緑

化
推
進
委
員
会
緑
化
功
労
賞 

▽
緑
化
活
動
部
門 

　
関
川
村
緑
の
少
年
団 

■
岩
船
林
業
振
興
祭
実
行
委
員
会

会
長
表
彰 

▽
林
業
経
営
部
門 

　
佐
藤
　
喜
治
（
朴
坂
） 

▲丸山公園村有林で行われた記念植樹のようす 

� 記
念
式
典
に
は
、
村
内
外
か
ら 

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。 

豊
か
な
水
を
は
ぐ
く
む
関
川
の
森
林 

〜
第
50
回
岩
船
林
業
振
興
祭
〜 も

　
り 
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今
年
の
稲
刈
り
は
九
月
下
旬
か

ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
十
月
中
旬
に

は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
刈
り
取
り

が
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
作
況
指
数
は
、
北
陸
農
政
局
新

潟
農
政
事
務
所
の
農
林
水
産
統
計

で
、
岩
船
地
域
が1

0
0
と
平
年
並

み
。
ま
た
、
品
質
を
表
す
一
等
米

比
率
は
、
関
川
村
内
で
は
八
三
・

一
％
（
十
月
二
十
一
日
途
中
経
過
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
一
等
米
比
率
は
今
年
の

刈
り
取
り
が
遅
か
っ
た
影
響
も
あ

り
、
今
後
変
動
す
る
見
込
み
で
す
。 

　来春４月から本運行が開始される、

村内路線バス―。10月１日から新しい

運行体制での試験運行が行われ、関川

中学校生徒が通学での利用を開始しま

した。 

　新たな路線バスの運行体制は、村路

線バス運行体制検討委員会でこれまで

検討してきたもの。経費や利便性など

を考慮しながらルートの見直しなどを

行い、一般村民の生活交通と小学校児

童や中学校生徒の登下校に利用される

ことになります。 

　試験運行は３月末までで、冬期間の

運行などの問題点を検討しながら、来

春の本運行に備えることにしています。 

路線バスの試験運行開始 
10/1～ 関川中生徒が通学利用 

　
十
月
四
日
、
関
小
学
校
の
閉
校

記
念
行
事
「
地
下
道
ペ
イ
ン
ト
大

作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
児
童
の
通
学
路
で
も

あ
る
国
道
一
一
三
号
線
の
上
関
一

号
地
下
道
の
壁
面
に
絵
を
描
き
、

安
心
し
て
通
学
で
き
る
明
る
い
地

下
道
に
し
よ
う
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
計
画

し
た
も
の
。
全
校
児
童
百
六
十
二

人
の
ほ
か
、
保
護
者
や
教
職
員
な

ど
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　 

　
原
画
は
児
童
が
考
案
し
た
も
の

で
、
長
さ
約
二
十
�
、
高
さ
約
二
・

五
�
の
両
側
壁
面
が
キ
ャ
ン
パ
ス
。

作
業
は
、
十
六
班
の
縦
割
り
班
「
関

っ
子
班
」
が
、
午
前
・
午
後
に
分

か
れ
て
実
施
。
ペ
ン
キ
を
ハ
ケ
や

ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、
高
学

年
と
低
学
年
が
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
彩
り
豊
か
な
春
夏
秋
冬
の

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。 

　
小
野
周
平
さ
ん
（
六
年
・
下
関
）

は
「
と
て
も
楽
し
く
出
来
ま
し
た
。

明
る
く
歩
き
や
す
い
地
下
道
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
出
来
栄
え
に
満

足
し
て
い
ま
し
た
。 

�
明
る
く
楽
し
い
地
下
道
に 

　
大
変
身
。 

関小学校閉校記念行事 
地下道ペイント大作戦 

自分たちの手で 
明るい地下道に！！ 

米の作柄 

一等米比率は83％ 
（10月21日 途中経過） 

2004 

2005 

2006 

2007 

2008 

2009

69.3 

70.4 

96.0 

79.9 

92.5 

83.1

年 １等 

26.9 

26.4 

3 .4 

19.1 

7 .1 

15.2

２等 

3.3 

2 .6 

0 .6 

0 .5 

0 .1 

1 .5

３等 

0.5 

0 .6 

0 .0 

0 .5 

0 .3 

0 .2

規格外 

等級別比率（農協出荷分）　　　　　　　単位：％ 

※2009年は10月21日現在。カントリー、ライスセンターを除く。 


